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4 海上運送事業に使用する船舶の規絡および紛級。

5 本法適用の除外および準用 (1) 日本固有鉄道または商

船管理委員会が海上巡送事業を営む場合の適用除外 (2) 外国

人に対する適用除外 (3) 総ト γ数 5 t 未満の船舶(旅客定期

航路事業を除く)および栂級(ろかい)のみをも っ て運転し，ま

たは主として楠mをも っ て運転する j11 のみで営む海上巡送事業

には適用除外 (4) yl.11 ・ 沼または河川において営む船舶運航の

部業に準用。

6 倒 則。ー」海上運送事業。

参考文献沢隆次 ・ 河毛一良11共著海上述送法。(今留光図)

かいじようほけん 海上保険 損害保険の-tÆであ っ て，航

海に関する事故によ って生ずることあるべき損害の棋補(てん

ほ)を目的とする。ここに航海に関する事故とは，航海に伴な

いまたは航海の結果として発生する事故である。 海上保険契約

の当事者は損容干iIì棋を約する保険会社と，これに対し一定の保

険料を支払うことを約する保険契約者および保険金を受取るべ

き被保険者とである。ただし船舶保険においては保険契約者と

被保険者とは通常・同一人であることが一般である。

海上保険契約は損害保険契約に属するから， 金銭に見積るこ

とのできる利投にかぎりこれを保険契約の目的とする。 海上保

険において普通被保険利益の対象である保険の目的は船舶およ

び積荷である。 したが っ て船舶保険および積荷保険をそのもっ

とも主裂なものとし，その他船舶または積荷に関連して運賃保

険があり ， 船舶に関連して船政保険があり，積荷に関連 して希

望利義保険，さらに海上固有の各極の依権な らびに5:'1':任に対す

る保険がある。そのおもなものはっき.のとおり。

1 船 舶通常船舶保険については船体 ・ 汽機 ・ 汽缶お

よび鼠具その他の従物を含むものであるが， 特約によって船休

と後|刻とを別個に保険に付することがある。

2 m 荷 積荷中には各極の商品， l'!包金銀， 貨幣， 有価

証券はもとより ， いやしくも物品運送の目的となり得る動産は

すべて保険の目的たることができる。なお積荷の保険1面絡は法

律上は船僚の地における時価または原価に， 紛君主主主用ならびに

保険料を加算したものとなっているが，災際上はfi(荷の到達い

かんにかかわらず支払うべき運賃， ならびにその到達によ って

得らるべき希望利益の頒をも隙荷の価格中に加えて付保するの

が一般である。

3 迎 t'l 巡貨は向払であると前払であるとを問わず，

保険の目的となり得ることはもちろんであるが， 前払の場合に

は積荷の価絡中に含まれて什保され， 主E送者が保険契約をする

のは向払運賃の場合のみにかぎられる。また主E貨は物品 ・ 旅客

いずれの巡貨であるかを問わない。この外用船料 ・ 賃貸料のよ

うなものも保険の目的となり得る。

4 希望利益 f;ì荷の到達によって得べき利益または報酬で

あって， たとえば到迷後売却その他の処分によって，荷主の得

ベき利益またはイ中立人 ・ 問屋の得べき報酬のごときものである。

5 f専保険保険会社が被保険者に対する保険契約上のì't

任の全部または一部を保険の目的として， さらに他の保険会社

に締結する保険契約である。したがって蒋保険会社と元受被保

険者との聞には直接の関係はない。

6 責任保険 以上 5 種の保険の他衝突損筈賠償資任 ・ 巡送

契約上の損害賠償責任 ・ 船員の過失による賠償責任および赤船

荷証券(純然たる船荷証券で船主が法律上または普通の約款て'

免責さるべきものと ， 船荷証券と保険証券の性質を兼ねたもの

で，保険契約の締結の手続きを省く ものとがある。)をもってす

る船主の担保責任等いずれも独立して保険の目的とする ことが




